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新年、新学期を迎えて

～成長・変化の年～
新しい年を迎えました。今年２０２４年・令和６
年の干支は、甲・辰（きのえ・たつ）です。甲は、
十干の中で最初であり、「第１位」や「命や物

事の始まり」を意味します。辰は、十二支の５番
目であり、「草木が成長し、整っていく様子か
ら、発展して形を成す」という意味があります。そういうことから、「甲・辰」の年は、急激な「成長」や「変
化」のある年と言われます。本校の子供達にとっても、「成長」とさらによい方向への「変化」があることを
お祈りします。

さて、１月１日（月）に発生した能登半島地震により亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げる
とともに、負傷されたり避難されておられる方々、被害にあわれた方々に心よりお見舞い申し上げます。
１月９日（火）、３学期始業式の校長式辞で、私はこの干支の話や能登半島地震について話しまし

た。「文部科学省のまとめでは、地震があった府県で、１月６日（土）現在、学校施設の被害は４４６件
あり、石川県と新潟県の小・中・高校など３４校に避難所が開設されていて、３学期が始められない状
況です。そのような状況に比べると、私達に今、命があり、無事に３学期が始められたことを、本当にあり
がたく感じます。私達は、北陸に行って、何かお手伝いすることは現時点ではできませんが、自分に何
ができるだろうかと考えることはできます。例えば、この災害のことについて関心を持って考えること、自分
たちが住んでいる地域で同じようなことが起こったらと想像すること、その時のためにどんな備えをしておい
たらいいのか考え、準備すること、普段の生活を見直してみること（水や電気の無駄遣いをしていない
か、食事を粗末にしていないかなど）、そして、今生かされている自分の命を大切にすることなど。今回
の地震や津波は、もちろんない方がよかったわけですが、このことから私達はたくさんのことを教訓として
学ばせていただき、次に備えていくこと、自分の生き方にいかしていくことが大切ではないでしょうか。」
９日の午後は、火災発生を想定した避難訓練を実施しました。生

徒・教職員が避難・集合して、私から、「火を起こさない、広げない」
ための心構えなどについて講話をした後、海南市社会福祉協議会
の方から、昨年６月の水害とボランティア活動についてお話いただき
ました。改めて水害の全容を知ることができたとともに、ボランティアとし
て「中学生でもできることがある。できることから始めること」の大切さを

学ぶことができました。 校長 油谷 正之

加茂川だより

駅伝部、第67回海南市駅伝
競走大会で、健闘！

１月８日（月・祝）に、海南市駅伝競走大会

が開催されました。海南ノビノス北側をスター
トし、ゴールの市民運動場まで市街地を走るコ
ースで、男子３チーム、女子１チームが出場し、
どの選手も自分の力を出し切り、チームに貢献
しました。その結果、女子Ａチームが６位に入
賞しました。

年間を通じて練習している部員に加え、１０
月下旬からこの日まで取り組んできた部員の姿
は、他の生徒や教職員に元気を与え、学校を盛
り上げてくれるも
のでした。この駅
伝で培ったものは、
今後の生活におい
てきっとプラスに
なることでしょう。

旧生徒会役員の皆さん、ご苦労様！
１２月２２日（金）に、生徒会役員引き継

ぎ式を実施しました。旧役員の皆さんは、「翔

頂～最高のものになれ～」をスローガンに、

本校生徒会の伝統を引き継ぎ、さらに高みを

目指して新しいことにチャレンジし、生徒会

を発展させてくれました。１年間本当にご苦

労様でした。新役員の皆さんもがんばってく

ださい。

【新生徒会役員 紹介】
会長：中岡 蓮、副会長：南出悠人、小上心菜

書記：上山紋奈

＜委員長＞

生活：梶本欣聖、保健：北澤ひまわり

体育：小野智矢、環境：西岡旺祐

文化図書：寺村彩花、安全：坂本大河

福祉：北尾咲良

令和６年度入学者説明会を実施しました。 ようこそ、下津第二中学校へ！
１月１９日（金）午後、令和６年度入学者説明会を実施し、加茂川小学校と大東小学校の６年生

と保護者の皆様が、授業体験・学校説明・制服等の採寸に参加してくださ

いました。国語・社会・数学の授業体験では、児童の皆さんが積極的に取

り組み、授業を楽しんでいる様子が見られました。

現時点で入学予定者は３４人で、来年度の１年生は１学級となります。

また、下津第一中学校との統合が、令和９年４月となりましたので、この

令和６年度入学生が下津第二中学校最後の卒業生となります。

新生徒会スローガン “赫勢”ー前に進み輝き続けろー
始業式の後、新執行部から新スローガンの発表がありました。
「赫勢」は「かくせい」と読み、「赫」には「あかい、かがやく」

という意味があります。「下津二中生全員が助け合って、何事にもく
じけず、勢いよく進み続けて、輝けるように」という思いが込められ
ています。偶然にも今年の干支である辰（龍）とも重なりました。

生徒会が、昇り龍のように、より高く上昇することを期待します。

令和５年度後期生徒会スローガン

社会福祉協
議会による
講話



＜ 最 近 の 出 来 事 か ら ＞

海草地方中学校生徒会交流会（１２月２７日（水））

避難訓練（１月９日（火））

１年地域調べ発表会（１月１２日（金）））

専門委員会（１月１７日（水））

全校集会＜オンライン＞（１月２３日（火））


